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新庄市農業委員会

　安達貴之さん（昭和四）が就農されたきっかけは、生まれ育った昭和地区で花の栽培が盛んだったことにあり
ます。現在は、ご両親と奥様とで農業経営を行われており、水稲以外で力を入れている作物は、トルコ桔梗、リン
ドウ、ストックなどの花き類です。
　家族で農業をしていてよかったと思うことは、良い農作物ができた時の喜びを共有することができることだ
そうです。今の仕事が天職とも語ってくれました。また日頃からお客様から信頼を得ることや市場の声を聞くこ
とを心掛けておられ、リピーターになってくれたお客様が増えてきたことがとても嬉しいそうです。
　若手農業者との情報交換も積極的に行っており、自分の代になっても農業を続けていきたいと爽やかな笑顔
で将来の夢を語ってくれました。　

( 萩野地区　指村 貞芳 )
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２
０
２
０
年
２
月
に

中
国
湖
北
省
武
漢
で
初

め
て
確
認
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
未
だ
に
全
世
界
で

猛
威
を
振
る
い
続
け
て
い
ま
す
。
更
に
昨
年

２
月
か
ら
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
穀
物
、
配
合
飼
料
な
ど

の
価
格
高
騰
を
招
き
、
資
源
の
乏
し
い
我
が

国
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
り
国
民
生
活

や
経
済
活
動
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
県
内
で
は
昨
年
も
気
象
災
害
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
４
月
下
旬
の
降
雪
で
は

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
へ
の
凍
害
被
害
、
６
月
、

８
月
に
は
県
内
各
地
で
記
録
的
な
豪
雨
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
新
庄
市
で
は
６

月
の
観
測
史
上
最
大
の
雨
量
（
１
９
８
.
５

㍉
）
が
観
測
さ
れ
、
68
世
帯
に
避
難
指
示
が

出
さ
れ
た
他
、
多
く
の
農
地
、
農
業
用
施
設

へ
甚
大
な
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
被
害
に
遭

わ
れ
た
農
業
者
の
方
々
へ
改
め
て
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
稲
作
に
お
い
て
は
、
県
の
22
年
産
米
の
作

況
指
数
が
２
０
１
７
年
以
来
の
「
平
年
並
み
」

で
「
99
」
、
最
上
地
域
は
「
や
や
不
良
」
の

「
98
」
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
暮
れ
に
は
鶴
岡
市
に
お
い
て
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
　

　
さ
て
、
新
庄
市
農
業
委
員
会
は
、
本
年
７

月
に
改
選
を
迎
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
活
動
が
制
限
さ
れ
た

場
面
も
あ
る
３
年
間
で
し
た
が
、
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
連
携
し
て
、

本
市
の
農
地
利
用
最
適
化
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
７
月
か
ら
新
た
な
体
制
と
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
農
業
者
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

組
織
と
し
て
法
令
を
遵
守
し
、
持
続
可
能
な

地
域
農
業
の
実
現
に
向
け
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
る
担
い
手
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す

が
、
農
業
者
の
皆
様
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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①優良農地の確保と有効

　利用のために、遊休農

　地所有者に対する意向

　の確認や、農地台帳に

　よる情報管理。

②担い手への農地利用

　の集積・集約化のた

　め、農地の利用調整

　やあっせん

③農地等の利用最適化

　のため関係行政機関

　への意見の提出

④農業者年金の

　加入推進

会
長
　
浅
沼
　
玲
子

新
庄
市
農
業
委
員
会

農 

業 

委 

員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農業委員会の主な仕事

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。



　　
7
月
22
日
か
ら
約
1
ヶ
月
間
を
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

期
間
と
定
め
、
市
内
全
域
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
査
を
行
う
上
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
課
題
は
、

① 

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消

② 

農
地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
等

の
２
つ
で
す
。

　
農
地
は
一
度
耕
作
を
放
棄
す
る
と
、
数
年
で
原
形
を
失

う
ほ
ど
に
荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
病
害
虫
の
発
生
な
ど
、

近
隣
の
農
地
や
住
民
に
も
大
変
な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
農
地
を
所
有
す
る
方
は
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
業
者

の
代
表
と
し
て
皆
様
か
ら
の
農
地
に
関
す
る
ご
要
望
・
ご

質
問
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
「
自
分
で
耕
作
で
き
な
い

の
で
農
地
を
貸
し
た
い
」
等
の
場
合
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
（
新
庄
地
区
　
五
十
嵐
成
生
）

　　
７
月
29
日
に
最
上
地
方
農
業
委
員
会
協
議
会
に
よ
る
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
最
上
管
内
の
農
業

委
員
を
は
じ
め
農
業
関
係
者
や
一
般
の
方
、
約
60
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
委
員
会
よ
り
８
名
の
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
も
参
加
し
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
講
師
に
秋
田
県
立
大
学
教
授
鈴
木
一
哉
氏
を
迎
え
、『
農

業
分
野
に
お
け
る
通
信
・
ク
ラ
ウ
ド
技
術
の
活
用
と
Ｄ
Ｘ

に
つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
通
信
技
術
の
基
本
か
ら
Ｄ
Ｘ

の
実
際
の
活
用
事
例
ま
で
を
学
び
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
で
は
浅
沼
会
長
を
座

長
に
『
新
し
い
通
信
技
術
に
期
待
す
る
こ
と
』
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
若
手
農
業
者
か
ら
は
、

天
候
デ
ー
タ
の
収
集
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
等
新
し
い
技
術

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
今
後
も
Ｄ
Ｘ
を
駆
使
し
て
地
域

農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
と
の
事
例
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
家
の
高
齢
化
が

進
む
中
、
長
年
の
経
験
で
取

得
し
た
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
手
間

の
か
か
る
農
作
業
の
効
率
化

や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
見

も
あ
り
、
大
変
頼
も
し
く
感

じ
て
き
ま
し
た
。

　　
11
月
18
日
、
令
和
４
年
度
山
形
県
農
業
委
員
会
大
会
が

南
陽
市
「
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
人
数
制
限
が
な
く
な
り
、
当
委
員
会
か

ら
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
県
内
全
市
町
村
よ

り
約
７
０
０
人
が
集
ま
り
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
当
委
員
会
の

浅
沼
会
長
に
よ
る
農
委
憲
章

唱
和
の
後
、
各
地
区
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
を
創
る
た
め
の

要
請
決
議
」
、「
『
地
域
の
農

地
を
活
か
し
、
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
を
創
る
運
動
』

を
推
進
す
る
た
め
の
申
し
合
せ
決
議
」
、「
農
業
者
年
金
の

加
入
推
進
と
情
報
提
供
活
動
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
せ

決
議
」
が
提
案
さ
れ
、
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
農
地
利
用
の
最

適
化
に
向
け
た
農
業
委
員

会
活
動
の
強
化
に
つ
い
て
」

の
決
意
表
明
も
あ
り
、「
ガ

ン
バ
ロ
ウ
宣
言
」
の
後
に
、

次
期
開
催
地
区
の
寒
河
江

市
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

（
八
向
地
区
　
田
宮
成
彦
）
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た 

※
Ｄ
Ｘ
…D

igital T
ranceform

ation

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

　
の
略
。デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
等
を
変
え
る
こ
と
。
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農業者の年金は基本国民年金だけですので、不安に思う方も多いでしょう。

そんな皆さまにお勧めするのが、国民年金に上乗せできる農業者のための公

的年金である「農業者年金」です。

国の担い手対策も兼ねた政策年金でもあるためメリットがたくさんあります。

今回はその一部をご紹介します。

農業者年金で将来の不安を解消！農業者年金で将来の不安を解消！

女性農業者におススメポイント

終身年金であるため、長生きな女性でも安心！

加入に農地の権利は必要ないため、
　　　　　　　　奥様だけでも加入できる！

家族経営協定を結んでいると
　　　　　　保険料の国庫補助が受けられる！

若い農業者におススメポイント
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「
被
相
続
人
の
死
亡

を
知
っ
た
日
」
か
ら

で
は
な
い
か
ら
、
不

動
産
の
取
得
を
知
ら

な
け
れ
ば
３
年
の
期

間
は
開
始
し
ま
せ
ん
。

◎
相
続
登
記
の
申
請
義
務
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
◎

Ⓐ 

基
本
的
な
ル
ー
ル

Ⓑ 

遺
産
分
割
が
成
立
し
た
時
の
追
加
的
な
ル
ー
ル

詳
し
く
は
、
法
務
省
又
は
山
形
地
方
法
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
の
に
相
続
登
記
さ
れ
な
い
た
め
、

登
記
簿
を
見
て
も
持
ち
主
が
分
か
ら
ず
、
復
旧
・
復
興
事

業
等
や
取
引
が
進
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
「
所
有
者
不
明

土
地
問
題
」
を
防
ぐ
た
め
の
法
律
が
、
令
和
３
年
４
月
に

成
立
し
、
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
新
し
い
制
度
が
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
遺
産
分
割
の
話
し
合
い
が
ま
と
ま
っ
た
場
合
に
は
、
不

動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
登
記
を
申
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ⓐ
・
Ⓑ
と
も
に
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
義
務
に
違

反
し
た
場
合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
の
適
用
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
相
続
（
遺
言
も
含
み
ま
す
。
）

に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相

続
人
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
し

た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。 令

和
６
年
４
月
か
ら

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
！

令
和
６
年
４
月
か
ら

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
！

募集期間

　令和５年２月１日（水）～２月２８日（火）必着

応募の方法

　「農業団体や地域の農業者からの推薦」と「自ら応募」があります。

　　※推薦の場合は、推薦書が必要です。

　新庄市農業委員会へ所定の書類を提出してください。用紙は新庄市農業委員会にございます。また、市

　のホームページからダウンロードすることもできます。

任　　期

　３年（令和５年７月２０日～令和８年７月１９日）

公表について

　応募状況の中間経過や募集結果は市の HPで公表します。　

農業委員とは

　募集人数　１９名

主な業務

総会に出席し、農地の貸借・売買・転用許可について審議・判断を行うほかに必要に応じて現地調査を

実施します。

要　　件

農業に関する識見を有し、農業委員会の掌握事務を適切に行うことができる者。

農地利用最適化推進委員とは

　募集人数　８名　（新庄地区３名、稲舟地区１名、萩野地区３名、八向地区１名）

主な業務

担当地区で農地等の利用の最適化のため担い手への農地集積・集約や、遊休農地の発生防止と解消など

を重点とした活動を行います。

要　　件

担い手への農地利用集積、遊休農地の防止などに熱意と識見を有し、適正な業務を行うことができる者。
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令
和
４
年
も
激
動
の
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
昨
今
の
異
常
気
象
が
恒
常
化

し
毎
年
の
よ
う
に
県
内
各
地
に

災
害
を
も
た
ら
し
農
作
物
の
管

理
に
ご
苦
労
さ
れ
た
事
と
思
い

ま
す
。
更
に
肥
料
も
含
め
資
材

等
の
急
激
な
価
格
高
騰
が
続
く

と
み
ら
れ
農
家
の
皆
様
に
は
大

変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
全
国
的
に
農
家
の
担

い
手
不
足
問
題
が
あ
る
な
か
令

和
４
年
度
山
形
県
新
規
就
農
者

数
が
七
年
連
続
で

東
北
１
位
と
い
う

素
晴
ら
し
い
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
を
見
据
え
た
農
業
を
考

え
た
時
に
農
地
の
最
適
な
利
活

用
に
向
け
て
農
業
委
員
会
も
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す

の
で
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
稲
舟
地
区
　
髙
山
光
弥
）

令和5年1月6日

○農地を貸借、または耕作目的で売買 · 贈与する場合は農地法第 3 条許可が必要です。
○自分の農地を他の用途に転用する場合は農地法第 4 条許可が必要です。
○自分以外の農地を他の用途に転用するために、売買や贈与、貸借する場合は農地法
　第 5 条許可が必要です。

農業委員会への報告

○農地の賃借契約の解約は農地法第 18 条第 6 項による合意解約の通知が必要です。
○農地の相続等により所有権を取得した場合は、農地法第 3 条の 3 第 1 項の規定に
　よる届出書の提出が必要です。耕作者がいなければ、借り手を探すお手伝いを行い
　ます。

編
集
後
記

農
委
広
報
編
集
委
員

事務局からのお知らせ

農業委員会の許可

詳しくは、農業委員会事務局（直通29-5839）まで

五
十
嵐
成
生
委
員
（
新
庄
地
区
）

髙
山
　
光
弥
委
員
（
稲
舟
地
区
）

指
村
　
貞
芳
委
員
（
萩
野
地
区
）

田
宮
　
成
彦
委
員
（
八
向
地
区
）

　
農
業
新
聞
を
購
読
し
ま
せ
ん
か
?

　
全
国
農
業
新
聞
は
地
域
農
業
者
の

代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る
週
間
の
農

業
専
門
総
合
誌
で
す
。

　
農
業
者
年
金
、
税
金
、
農
業
経
営

な
ど
、
農
業
を
す
る
う
え
で
欠
か
せ

な
い
情
報
が
満
載
で
す
。

　
購
読
の
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
お
気
軽
に
新
庄
市
農
業
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●発行所　全国農業会議所
〒102-0084 東京都千代田区二番町9-8

中央労働基準協会2階
TEL 03-6910-130  FAX 03-3261-5132

申請 · 報告等は随時受け付けております

農地の権利移動には農業委員会の許可が必要です

週間  月4回  金曜日発行
月700円、年8,400円(消費税込)

全
国
農
業
新
聞
の
お
知
ら
せ

農用地利用集積計画による農地の権利移動を希望する場合は、 

お近くの農業委員 又は農地利用最適化推進委員にご相談ください。
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